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研究成果の概要（和文）： 
ベラルーシにおける連携研究拠点を基盤としつつ、同時に被ばく集団のコホートをウクライナ

でも確立、当研究における分子疫学調査は世界でも唯一無二のコホートとなり、その学術的意

義は極めて大きい。これにより、散発性甲状腺癌の発症関連遺伝子である NKX2-1 近傍の SNP
は、放射線誘発癌との関連は否定的となった。さらに 2011 年は東日本大震災における福島第

一原発事故のため、申請時の計画に加え、震災対応のために、当研究における国際連携ネット

ワークを活用、チェルノブイリ原発事故で得られたエビデンス、経験を福島での震災対応に活

かすことが出来ている。 
 
研究成果の概要（英文）： 
Taken together with our continuous support to the joint research in Belarus, we have newly 
established the target population in Ukraine. Our cohort is now the world-top class for 
molecular epidemiological analysis of post-Chernobyl thyroid cancer cases. Our data 
suggest that there are no association between the proximity of NKX2-1 SNP and 
radiation-associated thyroid cancers. In March 11 2011, the Great East Japan Earthquake 
occurred and then subsequently the Fukushima Nuclear Power Plant (NPP) accident 
happened. Therefore, we have immediately responded to Fukushima to apply our 
know-how on emergency radiation medicine and crisis/risk communication at the 
standpoint of “Radiation Exposure and Health Effects” on a basis of Chernobyl experience 
and our own international cooperative research network. 
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１．研究開始当初の背景 
低線量域の放射線誘発がんリスクの解明は、
放射線安全防護並びに補償問題の根幹をな
す重要研究課題であり、特に内部被ばくと外
部被ばくの甲状腺発がんリクス評価を推進
する国際的研究組織は、我々のチェルノブイ

リと原爆被爆者を対象とした大規模コホー
ト調査比較研究のみであり、世界の放射線防
護の教科書的役割を果たしている。すでに国
際連携の下で Chernobyl Tissue Bank を創
立運営し 2000 件を超す登録数と手術組織・
血液サンプルを情報公開の上活用し、更にベ
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ラルーシ共和国ミンスク市に新設した海外
拠点を足場に、連携研究者らと術後甲状腺癌
患者 1000 例のコホート長期追跡調査を開始
していた。現地対照コントロールサンプルを
収集し、これらサンプルを活用した DNA 損
傷修復遺伝子群や細胞周期調節因子群に関
する遺伝子多型 SNPs 解析を推進している。 
 
２．研究の目的 
チェルノブイリ原発事故における放射能汚
染地域において放射性降下物（短半減期放射
性ヨウ素事故直後経口摂取）長期影響による
甲状腺癌発がんリスクを評価する為、放射
線感受性・発がんに関わる原因、すなわち
環境因子と遺伝子多型を大規模コホート調
査により明らかにすることを研究目的とす
る。すなわち、幼少～若年期における低線
量放射線被ばくで生涯続く晩発性甲状腺発
がん関連遺伝子群を明らかにし、集団リス
ク評価による放射線防護基準の見直しから
個人健康リスク評価に向けた新手法を提示
することを目的とする。チェルノブイリ 3カ
国における連携拠点（ベラルーシ医科大学、
ベラルーシ卒後医学教育アカデミー、ゴメ
リ医科大学、オブニンスク医学放射線研究
所、ウクライナ内分泌代謝研究所、同放射
線医学研究所）の学術共同研究交流書締結機
関に加えて、汚染地域であるロシア・ブリ
ヤンスク州立クリンィー診断センターとウ
クライナ・ジトミール州コロステン診断セ
ンター２検診センターにおいて、疫学調査
研究体制を整備強化し、甲状腺異常の超音
波診断、関連情報の収集と血液サンプルさ
らに中核病院での手術組織の登録収集と病
理診断解析を推進する。データの品質管理
と情報化に合わせて、GWAS や SNPs 解析研究
に資するサンプル保管と精度管理を現地に
充実させ、放射線の人体に及ぼす晩発性効
果を科学的に解明する。 
 
３．研究の方法 
①標準化した検診プロトコールならびに病理
診断基準を導入し、3ヶ国の中核協力研究機関
と甲状腺がん患者登録・病理組織収集、血液
その他サンプリングを同一プロトコールで推
進する。検診支援、患者追跡調査、データ品
質管理、技術指導の為に現地への定期的な専
門家派遣（ベラルーシ国ミンスク、ウクライ
ナ国キエフ）と同時に、現地からの疫学、病
理学、分子生物学など基礎研究に従事する若
手人材の短期招聘の上で指導を行う。 
②Chernobyl Tissue Bankの運営と活用では
ロンドンにて予定されている科学委員会へ専
門家を英国ロンドンに派遣する。 
③チェルノブイリ甲状腺がん術後甲状腺癌の
アイソトープ治療後の追跡調査では、ドイツ
の各共同研究機関との推進する為に、下記の

訪問先を効率的に回り、現地での専門家会議
等を計画する。 
④WHOジュネーブ本部で主導した放射線プ
ログラムの中でチェルノブイリ関連プロジェ
クト及び医療被ばく関連プロジェクトを共同
展開し、国際社会への情報公開と国際放射線
保健分野での連携強化を目指す。 
⑤低線量放射線被ばくに関する欧米の研究と
の連携を図るために、各種国際会議（
EU-MELODIやWHO、IAEA）に専門家を派
遣し、情報の収集と共に共同研究を模索する
（特に医療被ばく全般に関する健康リスク調
査を中心に展開する 
上記、国際放射線保健医療に関する調査研究
を海外拠点と連携して展開すると同時に、ミ
ンスク市のベラルーシ卒後医師教育アカデ
ミー内にある分子生物学ラボの立ち上げ運
用を支援する。海外交流事業を基盤とし、得
られた血液・組織サンプルから遺伝子を抽出
し、PCR その他網羅的遺伝子解析を推進する。
分子疫学的調査研究の成果確認の為、被ばく
集団コホートの拡大を図り、真に有意な発が
んリスク疾患関連遺伝子群の発掘に努める
予定である。なお福島原発事故を受けて、チ
ェルノブイリの経験を活かし、小児甲状腺被
ばくと発がんリスクの共同研究を展開し、放
射線健康リスク管理の総合的人材交流と共
同研究を新たに推進する。長崎のみならず福
島での国際専門家会議を開催する。特に被ば
く集団の試料収集に関係するコホート集団
の確立と甲状腺超音波検査の国際的な支援
協力を継続して確立する。 
 
４．研究成果 
2010 年度はチェルノブイリ甲状腺がん患者
の追跡調査では、標準化した検診プロトコー
ルならびに病理診断基準を導入し、患者登
録・病理組織収集、血液その他サンプリング
を同一プロトコールで推進することができ
た。特に Chernobyl Tissue Bank の運営と活
用では国際科学委員会へ専門家を英国ロン
ドンに派遣し、その成果を発表することがで
きた。ロシア連邦オブニンスク医学放射線研
究所との共同研究による術後甲状腺がんの
予後因子について論文公開することができ
た。放射線誘発と散発性の両者の間で特に異
なる予後因子は無く、全摘手術と術後放射性
アイソトープ治療の有用性が証明された。放
射線疫学調査研究ではドイツグーテンベル
グ大学マインツと学術共同研究を開始し、11
月長崎でワークショップを開催した。また
WHO ジュネーブ本部で主導したチェルノブ
イリ関連プロジェクト及び医療被ばく関連
プロジェクトを共同展開し、国際社会への情
報公開と国際放射線保健分野での連携強化
を推進し、2011 年 2 月長崎において第 13 回
WHO-REMPAN 国際専門家会議を開催した。



 

 

なお継続してミンスク市のベラルーシ卒後
医師教育アカデミー内にある分子生物学ラ
ボの運用を強化し、収集してきた甲状腺がん
症例 1000 例、対照コントロール 1000 例の生
体試料を用いて DNA 抽出に成功し、その一
部を用いた網羅的遺伝子解析による遺伝子
多型の成果を公表した。すなわち放射線誘発
甲状腺乳頭癌における発がんリスクとして、
甲状腺特異的転写因子である TTF2(FOXE1)
の遺伝子多型が、散発性と同様に強い相関関
係が共通して見出された。しかし、一部放射
線発がんに特異的な多型の存在も示唆され、
今後環境因子と遺伝的素因との絡みで放射
線発がんの分子機構の解明が期待される。ミ
ンスクから招聘した共同研究者は臨床サン
プルを用いた論文を作成、継続して現地情報
を加味した診断治療の新展開を目指すこと
ができた。 
2011年度はベラルーシにおける連携研究拠
点を基盤としつつ、分子疫学調査の対象であ
る被ばく集団コホートをウクライナでも確立
した。長崎からの人材派遣、現地研究者の招
聘事業によって病理組織診断、血液サンプル
収集のプロトコール標準化を果たし、ウクラ
イナからもサンプル収集、核酸抽出を軌道に
乗せることが出来た。チェルノブイリ原発事
故後の甲状腺癌症例をさらにカバーでき、当
研究における分子疫学調査は世界でも唯一無
二のコホートとなり、その学術的意義は極め
て大きい。得られた核酸は、順次、SNP解析
を行い、データの蓄積、統計学的な処理を進
行中である。これにより、散発性甲状腺癌の
発症関連遺伝子であるNKX2-1近傍のSNPは
、放射線誘発癌との関連は否定的となった。
これは、放射線被曝による甲状腺癌へのなり
やすさの予測、また発癌メカニズム解明のた
めにも重要な知見である。さらに、Chernobyl 
Tissue Bank運営のためにも人材派遣を行い
、各共同機関との連携、生体試料・データの
標準化も継続して行った。しかし、東日本大
震災における福島第一原発事故のため、当初
の計画に加え、震災対応のために、当研究に
おける国際連携ネットワークを活用した。具
体的にはChernobyl Tissue Bankやロシア、
ベラルーシ、ウクライナの共同研究者と連携
し、チェルノブイリ原発事故で得られたエビ
デンス、経験を福島での震災対応に活かすこ
とが出来ている。 
2012年度には「チェルノブイリ原発事故後の
甲状腺超音波検診成果の取り纏め」を課題に
共同研究を行い、その成果として、甲状腺超
音波画像の詳細解析とスクリーニング効果の
影響を明らかにしている報告書冊子「
Ultrasound Diagnosis of Thyroid Diseases 
in Russia」を2013年3月に完成した 
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